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◆未来のきたひろしま絵画コンクール受賞作品（平成21年実施）
　　　「未来の北広島市」　大曲小学校４年　穂刈　裕一 さん



計画のあらましⅠ

　この「基本計画」は、「基本構想」に掲げた将来像の実現に向けた施策や事業を分野別に体系化し、

行政が行うべきこと、市民や地域、事業者等が主体的に行うべきこと、協働して行うべきことなどそれぞ

れの役割を担いながら総合的なまちづくりを推進するもので、特定の施策分野において策定する各個別

計画の上位計画として位置づけられます。

　「基本計画」で示す施策を具体化するため、10か年の計画期間における実施すべき事業を明らかにす

る「推進計画」を策定します。「推進計画」は、3か年の期間について示しますが、毎年度の進行状況等

を把握し、見直しを行いながら実施していくものとします。

　また、社会経済情勢の変化や市民ニーズに適切に対応し、成果をあげているかなど点検や評価を行い、

必要に応じ中間年で見直しを行います。

1 基本計画の役割

❶ 進行管理の進め方
　計画の推進にあたっては、施策や事業が実施されることは大切ですが、さらに、推進した結果が市民

生活等に対して「どのような成果をあげることができたのか」を重視し、その成果に基づいて、限られた

経営資源である予算や人材の適切な配分、効果的・効率的な活用を図っていく必要があります。

　成果を重視した進行管理を図るため、総合計画指標（資料Ⅰ）を用いた進行の状況、施策や事業の成

果などを点検・評価しながら、見直し・改善を行っていきます。

　また、行政活動の成果や課題を市民と共有し、課題解決に向けた取組みを実行することにより、透明

性が高く、市民満足度の高い行政運営が図られることから、市民参加による計画の進行管理や評価を進

めるとともに、予算編成に反映するなど、「計画・実行・評価・改善」の仕組みをより充実させて、行政

運営の質的向上・効率化をめざします。

2 基本計画の進行管理

基本計画
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❷ 政策評価の活用
　本計画では、政策評価を活用した進行管理を行います。

　具体的には、総合計画の施策体系に基づき、個別の事業レベルから、事業を束ねた施策、政策まで段

階的に実施し、施策や事業の実施目的や達成目標を明らかにしたうえで、「目的や目標の達成度」、「実

施手段の妥当性」、「市民生活への必要度」などの観点から評価を加えながら計画の進行管理を行って

いきます。

効果的・効率的な推進

総合計画 政策評価

めざす都市像の実現に向けた
6つの基本目標（章）

まちづくりのテーマ・めざす都市像の実現

政策（節）…………… 44項目
重点プロジェクト………3項目

政策評価

●政策等の成果はどうか？
●市民の満足度はどうか？
●施策等は政策に貢献しているか？

施策評価

●施策等の実施状況はどうか？
●市民の満足度はどうか？
●事務事業は施策等に貢献しているか？

事務事業評価

●事業の実施量はどうか？
●実施によりどんな成果が得られたか？
●事務事業の必要性や効率性はどうか？

施策…………………124項目
各地区の基本方向

施策等の展開を
図るための事業

基
本
構
想

基
本
計
画

推
進
計
画
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　市の土地利用は、基本構想の「Ⅵ　土地利用」で示した考え方を指針として、自然環境と調和した都

市空間の形成を図っていきます。

　土地利用構想図は、基本構想で定めた「住宅地域」、「商業・業務地域」、「工業地域」、「農業地

域」、「森林地域」という区分に応じて、将来の土地利用の姿を概括的に図示したものであり、基本構

想及び土地利用構想図を基本として、適切な土地利用を進めていきます。

3 土地利用構想図

30｜ 北広島市総合計画



序
論
序
論

序
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資
料

　「まちづくりのテーマ」と「めざす都市像」を実現するため、市は、基本計画の分野別計画（第1章～

第6章）に掲げる施策を推進していきますが、その中でも特に重点的、戦略的に取り組むべき施策につ

いて「重点プロジェクト」を設定し、推進していきます。

　重点プロジェクトは、分野の異なる施策や事業を一体的に展開することで、分野を横断した総合的な

成果をあげることをめざしており、分野別計画に掲げる全施策の先導的な役割を果たすものです。

　次の3つの重点プロジェクトの推進により、本市の魅力を磨き、市内外にアピールすることで、交流人

口や定住人口の増加を図り、持続可能な都市経営を推進していきます。

　また、重点プロジェクトが成果をあげるため、市民（本市への通勤者や通学者、市内に事務所・事業

所等を有する個人及び法人その他の団体などを含む。）と行政がそれぞれの役割を担い、地域の力を結

集して取り組むとともに、市民参加による進行状況の点検なども進めていきます。

重点プロジェクトⅡ

子育て支援・人づくり
プロジェクト

にぎわい・魅力づくり
プロジェクト

住みたくなる地域づくり
プロジェクト

北広島市総合計画 ｜31
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　我が国の総人口の減少が始まり、少子化・高齢化が急速に進む中、子育ての悩みを抱え孤立する親

が増えています。このような状況にあって、市は、子どもを安心して生み、健やかに育てられる環境づ

くりを進めることにより、地域に活力を与え、子育て世代が住み続けたいまちを実現していきます。子

どもは社会の宝であり、未来への希望です。仕事と子育ての両立の支援、教育環境の整備、地域全体

で支える子育てなど、市民ニーズや社会情勢に対応した積極的な施策を展開します。

　また、すべての市民がいきいきと暮らし、充実した毎日を送ることができる環境をつくるため、生き

がいや心の豊かさを求めるすべての世代の学習機会を充実し、多様な分野における人づくり、地域の

活性化につながる人づくりを進めます。

　次の「安心できる子育て」、「健やかな子どもの教育」、「いきいきとした人づくり」に掲げる施策に

横断的に取り組むことにより、このプロジェクトの総合的な達成を図ります。

展開方針

32｜ 北広島市総合計画
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　健康づくりや地域医療の分野において、「妊娠・出産・育児に関する保健指導や

相談」や「保健センターの整備」、「産科の誘致活動」などを実施します。

　子育ての分野において、「多様化する子育てニーズに対応する保育サービス」や

「待機児童を解消する保育園の受入体制の拡大」、「学童クラブの施設整備」、

「利用者ニーズに対応した地域子育て支援センターの活動の充実」、「児童館※1の

整備など地域における子どもの居場所づくり」、「育児交流会など育児中の親の支

援の拡充」、「育児を親の喜び・責任と感じられる親育て」などを実施します。

安心できる子育て

主要な取組み

1

　学校教育の分野において、「学びがいのある学校教育の推進」や「子どもの農業

体験や商工業等の職場体験などによるキャリア教育や環境教育」、「保育園や幼稚

園、小学校、学童クラブ、児童館※1等の連携強化」などを実施します。

　青少年健全育成の分野において、「専門知識を持つ人材によるいじめや不登校へ

の対応」や「学校や保護者、地域、関係機関の連携強化による子どもの安全対策」

などを実施します。

健やかな子どもの教育2

　社会教育の分野において、「市民の主体的な生涯学習活動の支援」や「社会や地

域の課題に対応する学習機会の提供」、「高齢者の知恵や経験を人づくりに生かす取

組み」、「世代間交流の促進」などを実施します。

　芸術文化やスポーツの分野において、「個性豊かな地域文化の創造への支援」や

「生涯にわたって親しめるスポーツ・レクリエーション活動の支援」などを実施します。

　大学との連携の分野において、「大学のもつ英知を生かした人づくり」を推進します。

　人権尊重や男女共同参画の分野において、「平等で暮らしやすいまちになる人権尊

重意識の普及・啓発」や「性別に関わりなく個性と能力を発揮でき、相手の価値観を

認めあうことができる男女共同参画意識の普及・啓発」などを実施します。

いきいきとした人づくり3

序
論

※1 児童館：児童の遊びを通じて健康の増進や親
子活動などにより情操を豊かにすることを
目的とした児童厚生施設。
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　本市の住民基本台帳人口は、転入者の減少などにより、平成19年度（2007年度）から21年度

（2009年度）まで減少しています。長期的にみると、人口減少は、まちの活性化を妨げる大きな要因

となります。このような状況の中、本市の魅力の向上に取り組むことにより、まちのにぎわいを創出し、

持続可能な都市を実現していきます。

　イベントや観光、農業、商工業などさまざまな分野の取組みを有機的に結び付け、地域特性を生か

して、市内外の人・もの・情報の交流を促進し、まちのにぎわいを創出します。

　また、身近な観光資源などまちの魅力を発掘し、市内外にＰＲして、交流人口や定住人口の増加を

図り、活力あるまちづくりを展開します。

　次の「魅力づくりと情報の発信」、「にぎわいの創出と交流の促進」、「活気ある産業の創造」に掲

げる施策に横断的に取り組むことにより、このプロジェクトの総合的な達成を図ります。

展開方針

34｜ 北広島市総合計画

にぎわい・魅力づくりプロジェクト2



※3 グリーンツーリズム：農山漁村地域などにお
いて、農林漁業体験や地域の自然や文化に
ふれ、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇
活動。

※2 地産地消：地域で生産されたものを地域で消
費すること。

※4 コミュニティビジネス：地域の課題を地域住
民が主体的に、ビジネス的な手法を用いて
解決しようとする取組み。

※1 コンベンション：多くの人が集まる大会や会
議、展示会など。
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　イベントや観光の分野において、「市民や企業、行政等の連携による観光資源や魅

力の発掘と活用」や「四季それぞれの祭など新たなイベントの創出」、「本市の魅力の

市内外へ積極的な発信」、「沿道施設の活用による特産品販売や情報提供等の検討」

などを実施します。

　広報活動の分野において、「手づくり観光マップやゴルフ・トーナメントの活用など

多様な手法によるまちのＰＲ」などを実施します。

魅力づくりと情報の発信

主要な取組み

1

　芸術文化やイベントの分野において、「自発的で個性豊かな市民の芸術文化活

動を振興するための発表や交流の場の提供」や「大規模なイベントやコンベンショ

ン※1の誘致」などを実施します。

　大学との連携や広域交流の分野において、「イベントや地域活動等を通じた市内

の大学等との交流」や「札幌恵庭自転車道線などの自転車道を活用した広域交流」、

「エルフィンロードやトリムコースなどを活用した散策路の設定による交流」などを

促進します。

 市街地整備の分野において、「エルフィンパーク交流広場の多様な活用」や「JR

北広島駅周辺での広域的な交流拠点づくり」、「学校跡施設などの有効活用」、

「輪厚インターチェンジを活用した交流やにぎわいの創出」などを実施します。

にぎわいの創出と交流の促進2

　農業の分野において、「地産地消※2の推進」や「市民農園や直売所、農家レストランな

どグリーンツーリズム※3の推進」、「食の安全をテーマとする取組み」などを実施します。

 商工業の分野において、「地元企業支援や企業誘致による雇用の拡大」や「新産業創

出の促進」、「コミュニティビジネス※4の育成や市民の起業の促進」、「地域特性や消

費者ニーズに対応する地域商業の振興策」、「商品のブランド化による市外流通の促

進」などを実施します。

　施策の推進に当たっては、市内の法人等と行政が情報を共有し協力して取り組みます。

活気ある産業の創造3

序
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　個人の価値観やライフスタイル※1が多様化し、地域主権型社会の考え方が定着する状況の中、市は、

現在の優れた住環境を維持し、地球環境にも配慮しながら、ともに支えあい、だれもが住みたくなる

地域づくりを進め、市外からの移住などを促進します。

　身近な生活課題に的確に対応していくためには、行政だけではなく、地域住民や事業者、市民団体

などが連携・協力していくことが必要です。市民自らが地域の担い手となるコミュニティ※2づくりを進

めるとともに、多彩なネットワークを構築しながら、安心して快適に暮らせる地域づくりのための施策

を展開します。

　次の「ともに支えあう地域づくり」、「住みよい環境づくり」、「利用しやすい交通」、「地球環境へ

の配慮」に掲げる施策に横断的に取り組むことにより、このプロジェクトの総合的な達成を図ります。

展開方針

36｜ 北広島市総合計画

住みたくなる地域づくりプロジェクト3



※3 地域コミュニティ：地域におけるさまざまな
共同体のことで、町内会や自治会、一定の
テーマや目的を持った集まりや団体など。

※1 ライフスタイル：生活の様式や営み方。また、
人生観や価値観、習慣などを含めた個人の
生き方。

※2 コミュニティ：地域社会や共同体。人々が共
通の意識をもって生活を営む地域または集
団など。

資
料

　地域医療や地域福祉の分野において、「ネットワーク化による医療の充実」や「高齢者

や障がい者、子どもなどの相談体制の連携」、「ボランティアのコーディネート機能の強

化」、「高齢者の知恵や経験を生かした地域づくり」などを実施します。

　高齢者福祉の分野において、「高齢者が気軽に交流できる場の整備」などを実施します。

　防犯や地域コミュニティ※3の分野において、「交通安全や防犯に関する知識の普及と

自主的な地域活動の支援」や「町内会・自治会への加入の促進」などを実施します。

ともに支えあう地域づくり

主要な取組み

1

　緑化の分野において、「道路の植栽スペース設置など住宅地の緑化」などを実施します。

　市街地整備の分野において、「北広島団地活性化計画に基づく団地のブランド化と全国

へのＰＲ」などを実施します。

　居住環境の分野において、「高齢者・障がい者の住替え支援・住宅リフォーム支援」や

「本市の魅力を体感できる体験移住の取組み」などを実施します。

　情報化の分野において、「地域情報化を活用した高齢者の見守り」などを実施します。

住みよい環境づくり2

　交通の分野において、「高齢者など交通不便者の買い物等の支援」や「通勤者や通学

者、高齢者などだれもが利用しやすい公共交通の確保」、「市民や利用者、商業施設、病

院、学校など多様な主体が積極的に参画する地域交通の調査研究」、「自転車道ネット

ワークの形成」、「地域コミュニティ※3を中心とした除排雪の支援」などを実施します。

利用しやすい交通3

　環境保全の分野において、「省エネルギー意識向上の啓発」や「再生可能エネルギー

への転換の促進」、「大気や水質の保全、悪臭や騒音などの防止対策」などを実施します。

　公園や緑化などの分野において、「市街地や周辺における緑の保全と緑化の推進」や

「潤いのある水辺空間の形成」、「市民との協働によるコミュニティ※2の場として親しめ

る公園や緑地の整備」などを実施します。

　都市景観の分野において、「身近な森林や緑地などを生かした景観づくり」などを実施

します。

地球環境への配慮4
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■ 第1節　健康づくり・地域医療の充実
■ 第2節　地域福祉の推進
■ 第3節　子育て支援の充実
■ 第4節　障がい福祉の充実
■ 第5節　高齢者福祉・介護の充実
■ 第6節　社会保障制度の充実

■ 第1節　「生きる力」を育む学校教育の推進
■ 第2節　信頼され、魅力ある学校づくりの推進
■ 第3節　家庭・青少年健全育成の推進
■ 第4節　社会教育の充実
■ 第5節　歴史の継承と創造
■ 第6節　読書活動の充実
■ 第7節　芸術文化の振興
■ 第8節　スポーツ活動の推進
■ 第9節　大学との連携
■ 第10節　交流の促進

■ 第1節　環境の保全
■ 第2節　廃棄物対策の推進
■ 第3節　水と緑の空間の充実
■ 第4節　防災体制の充実
■ 第5節　消防・救急体制の充実
■ 第6節　交通安全の推進
■ 第7節　防犯対策の推進
■ 第8節　消費生活の安定

■ 第1節　農業の振興
■ 第2節　工業の振興
■ 第3節　商業の振興
■ 第4節　企業誘致・新産業の創出
■ 第5節　観光の振興
■ 第6節　労働環境の整備

■ 第1節　市街地整備の推進
■ 第2節　居住環境の充実
■ 第3節　道路の整備
■ 第4節　交通の充実
■ 第5節　水道の整備
■ 第6節　下水道の整備
■ 第7節　都市景観の形成
■ 第8節　情報化の推進

■ 第1節　市民参加・協働の推進
■ 第2節　平和と人権尊重社会の推進
■ 第3節　男女共同参画の推進
■ 第4節　行財政運営・行革の推進
■ 第5節　広域連携の推進
■ 第6節　情報公開・広報広聴の充実

序
論

序
論
序
論

序
論

支えあい健やかに
暮らせるまち

人と文化を育むまち

美しい環境に
つつまれた
安全なまち

活気ある産業のまち

快適な
生活環境のまち

計画の実現に向けて

分野別計画Ⅲ
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